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島での滞在はどんなものだったでしょう。アトリエとして使用

していた家屋に、学校が終われば子どもたちが寄って一緒に絵

を描いたり、気がつくとみんなで踊り始めたりして、毎晩のよ

うに賑やかで楽しい時間でした。島を一周して森の中でイノシ

シの罠や、昔の畑の跡地を示す石垣に出会ったりしました。島

のおばあちゃんの話を頼りに、かつて牛を飼っていたという場

所を探しに行くと、藪の中でスズメバチに遭遇し、通れなさそ

うなので引き返したりして、まだその場所を探しているところ

です。風の日は、島を一周して歩いたあと、滞在中に知り合っ

た方のお家に寄って、土間で焚き火をしながらみんなでご飯を

いただきました。最後のフェリーが戻ってきて、島に暗闇が降

りて、あたりが静まり返ると、港へ行き、釣り人に釣った魚を

見せてもらいながらお話を伺いました。何気無いできごとから、

島の人々の生きる時間の楽しさや大変さ、喜びと悲しみを垣間

見て、島の過去と現在を考えて、未来を想像しています。

エレナ・トゥタッチコワ
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※
右
記
の
時
間
外
、ま
た
は
休
み
の
日
に
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前
の
ご
連
絡
で
対
応
可
能
で
す
。
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1
／
28 ﹇
日
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9
時
30
分―

瀬
戸
内
海
の
男
木
島
は
︑高
松
か
ら
フ
ェリ
ー
で
40
分
︑島
の
西
側
に
住
宅
が
密
集
す
る
集
落
を
持
つ
小
さ
な　
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す
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0
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0
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以
降
は
︑島
外
か
ら
移
り
住
む
人
が
増
え
︑移
住
者︵
U・I
タ
ー
ン
︶の
人
口
が
島
全
体
の
30
％
ほ
ど
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒多
く
の
人
が
古
い
家
を
直
し
︑そ
れ
ぞ
れ
が
生
業︵
な
り
わ
い
︶や
役
割
を
持
ち
︑そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
方
を
し
て
い
ま
す
︒そ
ん
な
男
木
島
の
空
き
家
の
増
加
や
利
活
用
︑そ
れ
に
伴
う
集
落
景
観
の
変
化
に

つ
い
て
︑10
年
以
上
に
わ
た
り
観
察
し
て
き
た
建
築
家
・
安
部
良
が
︑男
木
島
の“
家
”と“
ひ
と
”を
案
内
し
ま
す
︒当

日
は
男
木
島
の
家
に
暮
ら
す
方
々
に
も
実
際
に
お
話
を
伺
い
な
が
ら
︑男
木
島
が
積
み
重
ね
て
き
た
時
間
と
歴
史
︑建

築
と
景
観
︑こ
れ
か
ら
の
将
来
像
に
つ
い
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︑み
な
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て
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た
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﹈
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申
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込
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。
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時　
終
了
時
間
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前
後
す
る
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あ
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ナ・ト
ゥ
タ
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ワ
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の
集
落
か
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出
発
し
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山
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渡
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い
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周
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ま
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約
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エレナ ·トゥタッチコワ　Elena Tutatchikova
1984年ロシア、モスクワ生まれ。京都市在住。2003年、チャイコフスキー記念モスクワ国立音楽院付属中央音楽学校
卒業。2011年、ロシア国立人文大学東洋文化・古典古代学部卒業。2020年、東京藝術大学大学院美術研究科先
端芸術表現科博士課程修了。第38回写真の町東川賞 特別作家賞 受賞。「VOCA展2023」奨励賞 受賞。著書
に『林檎が木から落ちるとき、音が生まれる』（torch press、2016年）、『聴こえる、と風はいう』（Ecrit、2022年）。

安部 良　Ryo Abe  
1995年より安部良アトリエ一級建築士事務所（Architects Atelier Ryo Abe）を主宰。各地で住宅、店鋪、
公共建築、社会福祉施設等の建築設計業務を統括し、地域拠点や新しい福祉の場などの設計を通じ、
“コミュニティの見える場面”づくりに取り組んでいる。2010年には第1回瀬戸内国際芸術祭参加作品

「島キッチン」を香川県・豊島にて発表。使用者・関係者のニーズを汲み取りながら、さまざまな立場
の関係者と綿密な協議・連携を行い、地域拠点としての建築の意匠性を高めていく設計を実践
してきた。その活動は、日本建築学会賞作品賞を受賞するなど多方面から評価を得ている。また、
2010年より香川県高松市・男木島集落における空き家の適正管理・移住促進の調査研究を開
始し、現在も継続中。10年以上の調査研究の内容を「田園回帰現象における移住者の増加
と空き家の関係の研究」として博士論文にまとめ、2023年に博士号（芸術工学）を取得した。

安部 とも　Tomo Abe
安部良アトリエ一級建築士事務所・プロジェクトマネージャー。2016年、武蔵野美術大学
芸術文化学科卒業。博物館学、アートマネジメントおよびデザインマネジメントに関する知識
を活かし、同大学研究室勤務の後、2018年より京都市にて宿泊事業の企画運営・デザ
イン業務を行い、「KéFU stay & lounge」の立ち上げに携わる。2019年より現職。バックオ
フィス業務ほか、地域プロジェクトにおける企画立案やファシリテート業務に携わっている。
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ョッ
プ
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プ

人
間
と
し
て
い
か
に
世
界
を
知
覚
し
︑
想
像
し
表
現
で
き
る
か
を
問
い
︑
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
の
作
品
を
つ
く
る
エ
レ
ナ
・
ト
ゥ
タ
ッ
チ
コ
ワ
と
︑
建
築
と
い
う

概
念
を
拡
張
し
な
が
ら
様
々
な
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
制
作
を
行
っ

て
き
たArchitects Atelier Ryo Abe

︵
安
部
良
ア
ト
リ
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安
部
良
・
安
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と
も
︶
は
︑

高
松
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
２
０
２
３
に
参
加
し
︑
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
男
木
島
へ
通
い
︑
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

島
に
住
む
大
人
や
子
ど
も
と
と
も
に
制
作
を
続
け
て
き
ま
し
た
︒

本
展
覧
会
で
は
︑
そ
の
成
果
物
の
ひ
と
つ
︑
島
の
人
々
と
一
緒
に
作
っ
た
﹁
男

木
島
図
鑑
﹂
や
︑
エ
レ
ナ
・
ト
ゥ
タ
ッ
チ
コ
ワ
に
よ
る
絵
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
作

品
を
展
示
し
︑
島
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
︑
島
全
体
を
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

︵
遊
び
場
︶
に
し
て
︑
島
の
大
人
と
子
ど
も
と
と
も
に
探
検
し
な
が
ら
創
る
プ
ロ

セ
ス
を
共
有
し
ま
す
︒
会
期
中
は
﹁
男
木
島
の
“
家
”
と
“
ひ
と
”
を
巡
る

会
﹂
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
︑
島
を
一
周
し
て
歩
く
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
︒
お
話
を
し
な
が
ら
島
の
道
を
辿
り
︑
島
内
外
の
方
々
と
一
緒
に
︑

島
で
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
︒

島
は
︑
限
ら
れ
た
土
地
だ
か
ら
こ
そ
︑
す
ぐ
隣
の
島
と
も
異
な
る
独
自
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
場
所
で
す
︒
地
域
の
文
化
を
凝
縮
し
た
形
で
存
在
し
な

が
ら
︑
人
間
と
し
て
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
︑
何
か
普
遍
的
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
︒
男
木
島
は
小
さ
い
島
な
が
ら
も
︑
瀬
戸
内
海
の

島
々
の
中
で
興
味
深
い
集
落
構
造
や
生
活
様
式
を
持
ち
︑
﹁
島
﹂
と
は
何
か
を

考
え
る
た
め
の
多
く
の
物
語
を
有
し
て
い
ま
す
︒
高
齢
化
が
進
み
︑
人
口
も
減

り
つ
つ
あ
る
い
ま
︑
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
物
語
を
発
掘
し
未
来
へ
残
し
︑
島

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒
島
の
道
を
み
ん

な
で
歩
き
な
が
ら
︑
答
え
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

プレイグラウンド｜PLAYGROUND について

主催：高松市（文化芸術振興課）

どんな場所でも遊び場になれることをコンセプトに、子どもと大人が遊びながら作り、経験し、考え、知り、関わることを試みる、
エレナ・トゥタッチコワが企画・主催するコラボレーションプロジェクトとして、2023年1月よりスタート。人間にとって「遊ぶ」「創る」「想像する」こととは何か。
「プレイグラウンド」では、その普遍的な問いに対して、アート、哲学、文化人類学などの分野から多面的、多層的にアプローチしながら、探る。

ワークショップの申込み方法

下記項目をご記入のうえ、
mibu.playground@gmail.com
までお申し込みください。

・参加したいワークショップ
・氏名
・年齢
・人数
・居住地
・当日ご連絡可能な電話番号 木   

金  

土  

日 

開
催　
月
火
水
休
み

メール


